
広島市令和元年度

シンポジウム
いざというときのために、
地域でどのような備えができるでしょうか。
シンポジウムでは、
広島市内３地域の先進的な防災活動を紹介し、
災害に強いまちづくりを考えます。

広島市
The City of Hiroshima

主催：

2月2日日
令和2年

13：00～16：00（開場：12：30）

広島市西区民文化センター
（広島市西区横川新町6番1号）

定員500名（申込制・先着順）
申込受付期間
令和元年12月16日㊊～令和2年1月17日㊎

小林 康秀

元広島市副市長 元消防庁国民保護・防災部長室田 哲男

コーディネーター
パネリスト

●防災まちづくり～自主防災組織の代表者から活動事例を学ぶ～
［第二部］ シンポジウム

［第一部］ 基 調 講 演
●西日本豪雨、広島市土砂災害の教訓

気象庁予報部予報課長梶原 靖司
●「情報」の力で防災・減災に貢献したい

RCCアナウンサー 防災士

手 話 通 訳・
要約筆記あり

○
○
学
校

阪本 真由美・室田 哲男・西田 光憲・西川 郁子・倉岡 弘至・川島 孝・吉岡 宏明・紺谷 邦雄



A.CITY 自治会会長 防災士

副会長 防災士
西田 光憲（左）

西川 郁子（右）

みどり坂町内会
自主防災会会長

防災士

倉岡 弘至

早稲田学区社会福祉協議会
防災士グループ
川島 孝（中央）
吉岡 宏明（左）
紺谷 邦雄（右）
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元広島市副市長
元消防庁国民保護・

防災部長

室田 哲男

パネリスト

防災まちづくり自主防災組織の代表者から活動事例を学ぶシンポジウム第二部

基調講演第一部

元広島市副市長
元消防庁国民保護・

防災部長

室田 哲男

○インターネットの場合
http://www.city.hiroshima.lg.jp/bousaisymposium/をご覧ください。

検索

○メール・電話の場合
参加者のお名前（代表者）と人数を広島市危機管理室災害予防課 
saigaiyobo@city.hiroshima.lg.jp 082-504-2664へご連絡ください。

お問い合わせ先：広島市危機管理室災害予防課 saigaiyobo@city.hiroshima.lg.jp082-504-2664

中止の場合のみ、シンポジウム当日に広島市ホームページへ中止の旨をお知らせします。

※定員を超えご参加いただけない場合のみご連絡します。 ※定員に達した場合は、広島市ホームページにてご案内します。
※会場の駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。 
※個人情報については防災シンポジウムに関する事務にのみ使用します。
※演題は変更となる場合がございます。
※気象警報の発表等により、やむを得ずシンポジウムを中止する場合がございます。

第二部で発表予定の内容を少しだけご紹介します！

避難所運営体験、
防災士100人養成計画

防災キャンプ
月１回のワークショップでの取組

わせだ防災プラン（地区防災計画）
の作成

申込方法

令和元年度 広島市防災シンポジウム

令和元年度広島市防災シンポジウム

「情報」の
力で

防災・減災に
貢献したい

A.CITY みどり坂 早稲田

RCCアナウンサー
防災士

小林 康秀


